
東京都情報技術教育研究会のホームページをご覧いただき、誠にありがとうございます。 

会長を務めます東京都立蔵前工科高等学校長の古藤です。日頃より本研究会の活動に対し、

深いご理解と格別のご支援を賜り、心より御礼申し上げます。 

本研究会は、東京都における情報技術教育の一層の充実と発展を目的として、実践的な研

究や情報共有、各種研修活動等を通じ、教員相互の学びを支えて参りました。 

近年、急速に進展する IT（情情報技術 は、社会の在り方のみならず、教育そのものにも大

きな変革をもたらしております。ペーパーレス化やキャッシュレス決済、オンライン授業、

各種会議の普及などは、その具体的な例と言えるでしょう。 

さて、IT情情報技術 と AI情人工知能 はしばしば混同されがちですが、その役割は本

質的に異なります。ITはデータの収集・処理・伝達を支える「基盤技術」であり、AI はデ

ータからパターンを学習し、予測や判断を行う「知能技術」であると捉えられます。このよ

うに、ITという「基盤技術」なくして、AIの高度な活用や社会への実装は成り立ちません。 

さらに、IT は学習・仕事・社会参加のあらゆる場面に深く関わっており、情報を正しく理

解し主体的に活用する力は、すべての生徒にとって不可欠な資質となっています。IT 教育

は、単なる機器操作の技能習得にとどまらず、情報を取捨選択し、論理的に思考し、他者と

協働しながら課題を解決する力を育成するものであり、これからの社会を生き抜くための

基盤となる教育です。このような観点から、IT に関する確かな基礎理解と実践的な技能の

習得こそが、次代を担う人材育成の要であり、教育に携わる私たちに課せられた重要な使命

であります。本研究会におきましては、こうした時代の要請を踏まえ、専門的知見の深化と

指導力の向上に努めるとともに、生徒一人一人が情報社会の主体的な担い手として成長で

きる教育の在り方を追究してまいります。 

今後とも、会員相互の連携と協働を一層深めながら、東京都における情報技術教育のさら

なる発展に尽力してまいります。引き続き、皆様のご支援とご協力を賜りますよう、心より

お願い申し上げます。 

令和８年４月吉日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都情報技術教育研究会会長 古藤 一弘 

(東京都立蔵前工科高等学校長) 


